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岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年７月１０日～１２月２４日


２　事業者情報

	事業者名称：りんどう
（施設名）　
	種別：障害者支援施設

	代表者氏名：理事長 千葉　　弘

（管理者）　施設長 見目　和夫
	開設年月日　　平成１９年４月１日

	設置主体：社会福祉法人　岩手県社会福祉事業団

経営主体：社会福祉法人　岩手県社会福祉事業団
	定員（利用人員）

　　　　　　　４０　名

	所在地：二戸郡一戸町中山字軽井沢１３９－１

TEL ０１９５－３５－２３８２
FAX ０１９５－３５－２３８２


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点
○利用者のいいところを積極的に発見しようとする職員の姿勢
「いいとこさがし」と銘打った、職員の目から見た利用者のちょっとほほえましい一面や特技、「本当はこ
んなこともできるんだよ」と言った隠れている意外な一面を紹介した短い文言がある。読んでいくと大体の
人物像が浮かんできて思わず口元がゆるんでしまう。利用者のいいところを認め褒めて伸ばそうとする職員の温かい姿勢を感じる。この発見が利用者の個別支援に反映されている。
◇ 改善が求められる点

○ボランティアの確保あと一押し

地理的に集落から離れた静かな環境にあることも影響し、ボランティアとのつながりや確保が厳しい現状
であることが伺える。ボランティア受け入れマニュアルが整備され職員もいろいろな手段で地元の女性組織
等に働きかけているようだが実現が難しい状況である。ただし、現在１名の衣服補修のボランティア実現に
向けて交渉している最中とのことであるが、このボランティア実現がきっかけでボランティアの輪が広がり、さらに地域に根ざした施設となることを期待したい。




４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	りんどうは、平成19年4月に障害者自立支援法による障害者支援施設に移行しましたが、移行に伴う利用者編成の結果、利用者40名の平均障害程度区分が4.8、平均年齢は53歳、車椅子利用者も12名になるなど、極めて介護度の高い施設となりました。

また、福祉サービス第三者評価の受審に当たっては、昨年度の自己評価に基づいて全項目を再検証し、計画的な改善に努めてまいりました。その結果、施設サービスの利用に係る説明が、イラスト等を多用して丁寧であること、老朽化している施設設備に対し、職員による意欲的な改善が進められていること、利用者の高齢化に対応し、積極的な介護技術の向上に努めていること、利用者の「いいとこさがし」を基本に据えた個別支援計画作りに取り組んでいること等が評価されました。

一方、職員個々の研修プログラムに基づいた人材の育成が弱いこと、多岐に渡っている苦情受付の窓口を一本化し、早急かつトータルな対応ができるシステムの構築が必要なこと、施設運営をサポートするボランティアの開拓が進んでいないこと、車椅子利用者等に対応した介護浴槽(特殊浴槽)の不備、身体障がい者用トイレにおける利用者のプライバシーの確保が不十分であること等が指摘されました。

　これらの指摘事項については、早急な改善が求められますが、個別研修プログラムの作成や相談窓口の体系化についてはすでに作業を進めております。ただし、ボランティアの開拓については地域的なハンディがぬぐえないため、地域住民等を対象とした施設公開講座を定期的に開催し、ボランティアの導入を図っていく予定です。

また、浴室やトイレの改修については、相当な経費を必要とすることから、法人本部と協議しながら進めてまいります。

今回、評価調査者の皆様方からは妥協のない厳しいご指摘をいただいた一方、「利用者本位の穏やかな生活作りに努めていることが感じられる」といった、うれしい評価もいただきました。そのことを糧としながら、より良い施設運営を目指してまいります。




５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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